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養生思想の展開とその公衆衛生的機能

健康文化形成のための理論的基礎

瀧澤 利行

目的　公衆衛生活動における主体的かつ自己形成的な健康思想の分析と構築の一環として，健康思想の歴史

的所産である「養生」に着目し，古代から近代までに日本で刊行された養生論を資料としつつ，各時代

の内容的特徴を分析することにより，健康文化としての原理的意義を考察することを目的とする。

方法　平安後期から江戸末期までの日本で著された養生論44編を対象とし，古代・中世期，近世前・中期，

近世後期，近代期の4期に分け，その原理的特徴と記載内容を22項目にわたって比較検討した。

結果　1)　古代・中世期養生論では，飲食，服薬，呼吸，医療体操（導引）・運動，性交の5種の内容に大

別でき，とくに，飲食，服薬についての記載が多い。養生の原則としては「節欲」と「慎身」の推奨

および「未病之治（疾病の・罹患前の予防）」を基本としている。

　2)　近世前・中期養生論では，内容全体がより体系化されてくる。前時期の内容に加えて，「総論・

目的」に関する記載が充実し，「視聴覚言語」，「排泄」，「精神衛生」，「養老育幼」などの項目が比較的

高い比率で論じられるようになっている。

　3)　近世後期養生論では，思想的基盤の多様化に即して，内容的にも多様化をとげ，各内容に記載

が分散し，家政・道徳・文化・教養・利財などの項目が含まれるようになった。これらの内容的変化

に応じて，「無病長寿」観や厳格な節制主義，鍛練主義も相対化・寛容化され，人間の自然性を重視す

るようになった。

　4)　近代養生論の内容は，個人の節制に関する事項と，環境に関する事項が重視されていた。養生

の目的は，個人の健康の形成と維持を目的としつつ，「修己治人」観を基礎とする儒教的養生観と古典

社会進化論にもとづいた「優勝劣敗」原理とが結合していた。

結論　養生思想は，大衆の生命観・健康観や生活慣習，文化性・地域性などを基礎として，ケアを自己形成

的・創造的に構築するための総合的文化としての「健康文化」を構築するうえでの重要な理念的基礎と

とらえられる。
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